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　本研 究 は,京 都市 におけ る戸建住宅居住者 の涼 しさを得 る行為 の実施状 況 を明 らかにす る
こと,お よび,そ れ らの行為に よって,視 覚や聴 覚な どを通 しての認 知に よる温熱的不快感
の緩 和や冷房負荷 の低減の可能性 につい て検討 した ものであ る。





第2章 戸 建住 宅の夏期 温熱環 境測 定 とヒア リングに よる居住者 の涼 しさ を得 る行 為 の実
態
　本 章 では,京 都市 の住宅11戸 にて夏期 の居間の室温,エ ア コン等の使 用状況 の実態調査
と居 住者 の涼 しさを得 る行為の ヒア リング を行い,実 際の居住環境 での視覚や聴覚 な どの五
感 の要因 の活 用が温熱的不快感 の緩和や冷房使 用期間に与 える影響 について 明 らかに した。
　事 前 のア ンケー ト調査で実測調査 の承諾 の得 られた京都 市北区上賀 茂の戸建住宅11戸 に
て調 査 し,夏 期の温熱環境 とエ アコンや扇 風機 の使 用状況 と,打 ち水,す だれ等 の涼 しさを
得 る行為 の実施状況を明 らか に した。(調査期 間:2010年8月4日 ～8月22日)
　 この結果,涼 しさを得 る行為 を通 して,視 覚や聴 覚な どか らの心理 的な要 因に よ り涼 しさ
を得 て暑熱 環境 を凌 いでい る実態 が明 らか になった。 この ことは,実 験室実 験において実証
されて きた視 覚や聴覚要因等 による温熱 的不快感の緩和が,実 際 の居住環境 で も生 じてい る
ことを確認 で きた ことを意味す る。 また,ス トレスに対す る認 知的評価 と対 処に関す る心理
学モデル を発 展 させ,居 住者 の暑熱環境 に対す る評価 と対処の メカ ニズム と涼 しさを得 る環
境調 節行動 の多様性 を解釈す る新 しいモデル を示 した。そ して,視 覚や聴覚 要因等の活用が
温熱 的不快感 の緩 和へ影響 を及 ぼ し,環境へ の能動 的な対処 が総合 的な満足度 を向上 させ て,




ンケー ト調 査 を実施 し,視 覚や聴覚要 因な どの活用 が温熱的不快感 の緩和や 冷房使用期間に
与 える影響 につい て明 らかに した。
　 アンケー ト調査 は,京 都市上京 区二条 北地域 で行 った。 この地域 は,町 家 な どの築年数 の
古 い京都 の伝 統的 な住宅 と建替 えによ り比較 的築年 数の新 しい住 宅が混在 し,京 都市の住 宅
の調査 に相 応 しい と考 え,選 定 した。600戸にボステ ィング配布 し,245戸よ り回答 を得た
(回収 率40.8%)。アンケー ト配布 は2010年9月 下旬,回収 は2010年10,月上旬 に実施 し,
そ の年 の夏の居間 でのエ ア コン と扇風機 の使用状 況 と,そ れ 以外 の涼 しさを得る行為 の実施
状況 について調査 した。
　 その結 果,多くの居 住者 は,現在 で も 日常生活 の 中で敷物 の季節 による交換 や打ち水 な ど,
エ ア コン以外 の涼 しさを得 る行為 を行 って いた。 また,涼 しさを得 る行為 を行 う理由には,
す だれ の"直 射 日光 を遮 る"な どの よ うに温熱 的な効果 を期待す るもの と,寒 色のインテ リ
ア の　 "季節 を感 じ る"な どの よ うに心理 的(非 温熱的)な 効果 を期待 しているものがあ り,
そ の行為 を行 って いる居住者 の冷房期 間が短 い傾 向 を明 らか に した。 この数 百規模 のアンケ
ー ト調査 の結果か ら,居 住者 は 日常生活 において視覚や聴 覚要因等 を活用 して季節感や涼感
を得 る こ とで暑熱 な環境 を許容 し,温 熱 的 な効 果 とともに心理 的 な効果 に よる冷房使用期 間
の短縮 の可能性 を示 した。
第4章 　戸建住宅居住者の涼しさを得る行為 を阻害する要因
　本章では,第 診章のアンケー ト調査結果から,居住者の涼しさを得る行為を阻害する要因
の考察 を行い,省 エネル ギー的な防暑対策 の普及 の可能性 を探 った。
　涼 しさを得 る行為 を実施 していない理 由か ら,行為 を阻害す る要因 を分析 した。そ の結果,
実行 可能性 の要 因(① 建 築的制約,② 周辺 環境 的制約,③ 身体的制約,④ 嗜好 ・習慣,⑤ 時
間的余裕),便 益 ・費用 評価 の要因,社 会規 範 の要 因に分類 できる ことを示 した。そ して,実
施 を阻害す る要因を明 らか に して,涼 しさを得 る行為 の再評価や建物機 能 の見直 しなどに よ
り,省 エネル ギー的な防暑対策の普及 に繋 が る考 えを示 した。
第5章 　戸建 住宅居住者 の涼 しさを得 る行 為 に よる省エネル ギー効果
　本 章で は,居 住者 の涼 しさを得 る行為 による冷房使用期 間へ の影響,お よび,冷 房負荷 の
低減 の可能性 について検討 した。
　 第3章 のア ンケー ト調査結果 よ り,冷 房 使用期 間 と有意 な負 の相 関 が見 られた,す だれ と
寒 色イ ンテ リアについて,そ の実施 の有 無 の組合せ に よる4つ のグルー プ毎 に冷房負荷 を試
算 し,比 較 した。試 算 には熱負荷計算 プ ログラムを用い,ア ンケー トよ り得 られ たグルー プ
毎の平均エ ア コン使用期 間を与条件 と し,そ の他 の条件 は同一 と した。 その結果,両 方実施
してい るグル ープ は,両 方実施 していない グル ープに比べ,冷 房 負荷 が約10%少ないこ とを
示 した。 さらに涼 しさを得 る行為 を通 して,視 覚や聴 覚要 因等 の活 用 が温熱 的不快感 を緩和
し,総 合的 な満足度 を向上 させ る ことによ り,エ ア コン設 定温度 を1℃ 緩 和 できる と仮 定 し
た場合 には,冷 房 負荷が約17%低 減す る可能性 を示 した。
第6章 　総合考察
　本 章では,第2章 か ら第5章 までの結果 か ら得 られた知 見よ り総合的 な考察 を行った。
第7章 　結論
　本 章では,第1章 か ら第6章 までの内容 を総括 し,以 下の結論 を得 た。
　 (1)戸建住宅居 住者 の涼 しさを得 る行 為の実施 状況 を明 らかにする とともに,ス トレスに
　　　対 す る認 知 的評価 と対処 に関す る心理 学モデル を発展 させ,居 住者 の夏期暑熱環境 に
　　　対す る評価 と対処 のメカニズム と涼 しさを得 る環境 温調節 行動 の多様 性 を解釈す る新
　　　 しいモデル を示 した。
　 (2)多くの居住者 は,現 在 もなお 日常生活 の中で敷 物や カバ ーの交換,打 ち水な ど,エ ア
　　　コン以外 の涼 しさを得 る行為 を行 っていた。 また,こ れ らの行為 を通 じ,実 験室研 究
　　　に見 られ る視覚や聴覚要 因等 による温熱 的不快感 の緩 和が実際 の住宅 内でも起 こって
　　　い ることを確認 した。
　 (3)涼しさを得 る行為には温熱的な理 由 と心理 的(非 温熱 的)な 理 由に よ り実施 され てい
　　　るものが あ り,そ れ らの行為 を行 う居住 者 の冷房 時間が短い傾 向が あるこ とを明 らか
　　　に した。そ して,涼 しさを得 る行為 に よる冷房負荷 の低減効果 につい て,試 算 に よ り
　　　定量的 に提示 した。 また,涼 しさを得 る行為 を阻害す る要因 について も整理 し,そ れ
　　　ぞれの行為 の再評価 や普及 に対す る課題 を考察 した。
　 (4)視覚や聴覚 等の感 覚 を活か した涼 しさを得 る行為 が熱 的不快感 の緩 和 に影響 を及 ぼ し,
　　　そ の行為 を能動的 に行 うこ とが総合 的 な満 足度 を向上 させ,あ る程度 の暑熱環境 を許
　　　容 し,エ ネル ギー消費の少 ない豊 かな暮 らしに繋 がる可能性 があるこ とを示 した。
　 また,結 論 を踏 まえて今後 の研 究の課題 を示 した。
以上
